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らしながら，HPCI 室側から RCIC 室に入室，両室内ともに床面には踝ほど

の水が溜まっているものの汗ばむような状況ではなかった。また，RCIC 室

天井から水がぽたぽた垂れて RCIC の蒸気止め弁などにかかっていたが，タ

ービンやポンプ，配管に異常はなかった。 
・ 現場で停止状態を確認し，蒸気止め弁の機械機構部に異常はなかったことか

ら，中央制御室で起動操作をしたが，起動後すぐに蒸気止め弁が閉まり停止

した。 
 
【HPCI による原子炉水位確保及び原子炉減圧】 

・ RCIC 停止の状況確認や起動操作の対応に追われる中，

12 日 12:35，原子炉水位低により HPCI が自動起動し

原子炉への注水を再開。HPCI の駆動用タービンが原子

炉の蒸気を消費することにより，原子炉減圧が開始され

た。 
・ RCIC と同様に原子炉への注水ライン及びテストライ

ンの両ラインを通水するように HPCI 制御盤にて操作

し，ラインを構成。原子炉の水位監視に 2 名，HPCI の
操作に 2 名の体制で操作を開始した。RCIC よりも流量

の容量が大きいため，原子炉水位の上昇が速く，HPCI
の流量の設定は難しかった。このため，水位調整範囲を

広く取ったうえで原子炉水位高によるHPCIの自動停止に至らないように原

子炉水位を確保した。また，ミニマムフロー弁は，流入先の S/C の水位が上

昇しないように全閉の処置をした。 
・ バッテリーの節約についても，

RCIC と同様に原子炉水位が緩やか

な変化となるようにテストライン

の弁の開度調整や FIC にて流量を

設定した。原子炉水位が水位調整範

囲の上側または下側に近づいたら

流量の設定値を変更（定格流量

（268L/s）100%から約 75％の範囲）

する方法を繰り返した。 
・ 発電所対策本部と中央制御室は，既

設設備での原子炉への注水手段を

RCICの後はHPCI，HPCIの後はDDFPにより注水することを考えていた。 
・ 原子炉圧力の減圧により，駆動タービンの入口蒸気圧力が低下し，タービン
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HPCI 制御盤 
S/C 水位上昇防止のため，ミニマムフロ
ー弁の開閉回路にて全閉の処置を実施。


